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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:100-1:200

Calculated MW:51 kDa; Observed MW:49 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	形質転換成長因子ベータ（TGF-beta）誘導性平滑筋分化に関与する。TGF-betaはOLFM2の発現と核への移行を誘導し、そこでOLFM2はSRFに結合して転写抑制因子HEY2/HERP1からの解離を引き起こし、SRFの標的遺伝子への結合を促進する（PubMed:25298399）。AMPAR複合体組織化において役割を果たす（類似性による）。血管平滑筋細胞（SMC）表現型の切り替えを制御する因子であり、RUNX2を促進し、MYOCDのSRFへの結合を阻害することによって作用する。SMC表現型の切り替えは、病理学的刺激に反応して血管SMCが静止期の収縮表現型と増殖期の合成表現型の間を遷移するプロセスである。SMC表現型の可塑性は血管の発達とリモデリングに不可欠である（類似性による）。
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	OLFM2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、ヒト血漿組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

